




川崎病の原因が不明の現在、冠動脈瘤等の心合併症の発生を抑制させる治療法の開発が急

務である。川崎病の治療として最近、免疫グロブリンが用いられ、少数例ではあるが有効

であったとする報告が見られている。そこで、免疫グロブリンの治療効果をアスピリン単

独投与群と比較したprospective controled studyを実施し、その有用性を検討すること

を目的とする。 


